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要旨   

県擬スギとして代表的を造林品種であるヤプタグリは、幼齢期に幹の根元が湾曲（以下穣潤がりという二する  

性質がある。根逓がりの部分や間伐材の 一紳よ有効 なされておらず、県内の年間スギ素材隼産量の㌘撒  

にあたるポH㌻桁1′）が山林へ放置されるとともに∴ 戸絹代不足は害虫の発生やF層栂‡巨の減退による土壌流出など、  

林業をはじ擁地域の環境にとって謂鰯となっている¢   

本研究は、これらヤプクグリの棍濯がりの部分や間伐材などの未利用部材を活用した製品化の調査を行った。   

ヤプタ グリの間伐材は、1′他の大うi県産スギ材と比較するとヤング係数が低くたわみやすく祈れにくい性質が確  

認できた々 また、材反別の製描凋増H りは2m製品より1m製「品の歩留まりが高く、特に曲がり材でその傾向が  

強いことがわかっズ∴   

これかけ材料の性賓を清かLた製品の 一例とLて幼椎園や保育園覇の家具として、積み塵ねができるテーブル  

といす∴間伐材と種牒が十村を使用したベンチの試作㌢行い大分大学教育福祉粛学部附属幼稚個て鳶価を行っ了∴  

本ノ研究は、これらヤプクグリの桟牒がりの部分や間  

伐材等の未利周斬では、靭性は強いが短尺材である場  

合が多いことから、短ノで材 での製品化が可能な 一例と  

して幼稚園や保育園の造兵（幼具）とし′て活用する調  

査研究を［摘勺とする仏  

2 方法   

2Eて 未利用議ギ部姻の調査   

産業牟巨学技術センタ←¶にて購入Lた灘潤がり材につい  

、、 て密度、含水率、ヤング係数、曲率半径なとを測定し  

た結果をTab上e亡jに示す。艶子盲三の報デ㌻によると   ブこ分  

県内のスギ製材品の躇げヤング係数の平均ぶ∴か描ね  

享ド」ま才より車）低いことがわかる宰 これは、今L亘購入しノた柑   

㍑＝払ユ 好の密度、含水率、ヤング係数、曲率半径げ）総菜  

巨二もゴ■■   
県縫スギとして代表的な造林品韓であるヤプタグリ  

は、材の勒性が強いので強風などに対Lて幹折れの被  

冨が比較的少ないなどの優れた性質を持っている一方、  

幼齢親に斡の掻7已が根曲がりする性質がある（Fig．i）。  

棍薙がりの部分や間伐材の一部ほ有効な活用がなされ  

ておゞっず、再林へ町政置持烏パ小畑町隠不足により、害  

ヨミの発生や墓、頓柵生の減退による土壌満目鳥なと∴ ′林業  

をはじめ地域の環境にとって課さ蓋となっているら   

森林の†女王全室こと地域環境の改善とともく」＿、森林資源 ㌢γ   

紆隠掛利用による∴酸化炭素の固定化をはかるため主  

はミ ニれらヤプタグリの埴牒がりクj部うチャ間伐材等差7）  

未利用粛を有効に活用する製品化技術が求められてい  
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が、木の頼ノ已部分の恨曲がり村であっためであると考え  

られる》 一般にヤング係数が低いとたわみやすく、折れ  

にくい性質があることが知られており∴ ノ今匝購入Lた材  

は平均的な県内産のスギよりもたわみゃすく、、折れにく  

いことが推測され、幼児のいすや机、遊具などに持〕いる  

には安全面などから有利であると考えられる。   

また、曲率半径は、∫三均で8、2mであったさ しかLこれ  

は板全体の掛率半径であり、材の根元に近いほど曲率が  

小さくなる傾向が見られ、いすの後ろ脚などへの利鞘も  

検討できると思われる。   

林業試験場では 県内の主要造林スギ品稗の〕つであ  

るヤプクグリの丸太の強度特性を把捉するため、離艦勤  

法による動的ヤング係数を測定し、その強度性能につい  

て検討した．また、ヤプクグリの効率的な製材方法を確  

立するため、製材木取りの方法と製材歩留まりの関係に  

ついての検討も行った。その結果、ヤプクグリ4m間伐  

木（n＝24）の動的ヤング係数の平均値は∫′呈bO3GPa（cv：13。7  

％）になり、これまでに調査した大分県産スギ中日丸太  

材（n＝1267）の動的ヤング係数の、ド均條6．31GPa（cv：25。  

′ま（‰）と比較し、かなり低い値を示した（Fig。5）。これは、  

ヤプクグリの未成熟部働のヤング係数が低いこと、また  

間伐木であり未成熟部材のrL「める割合が多いことに起因  

することが考えられたや 製材木取りについyrは、「さや  

びき」（Fig。3）と「のしびき」（Fig。4）で形量歩留まり  

（材積歩留まり）を比較した。今回の試験材は、ほとん  

どの材が素材の日本農林規格に規定する重潮及び乱曲に  

相当する大師射で、製材可能な2mに切断後、製材を行っ  

た℡ 製品は厚さ3cmの板材とし、村民を2王1iと1mの2種  

類に区分した場合♂）、最大幅の製品製造を想定して、歩  

留まりの比較を行った1また比較とし／て画材（ウラセパ  

ル）も同様の方法で製材し比較した。製品歩留まりはい  

ずれの場合も Fのしびきj より「さやびき」、さらに直  

材の順に高くなった和  また、材昆別では2m製品より  

上m製品の歩留まりが高く、特に曲がり射でその傾向が  

強く硯れた。しかし、直樹製品であれば直材丸太から製  

材した方が製材時の作業効率が良いことなどを考慮する  

と、 単に形量歩留まりの追求でなく、 2m材の強がり材  

を生かせる製品開発や、のしびき」、「さやびきの  

曲がり財ならではの本日の美Lさを生かした高付加価燻  

製占【三言の開発など価値歩留まりの向上を追求する必要があ  

ると思われナ∴ ′今後は、ヤプクグリ間イ毘材の性質をうま  

ぐ軋堅した製品開発ヰ㌧ 担がり材を生かした高付加庸瀾  

製品の開発についてさらに検討の必要がある。また、曲  

がり材からの製品は陀燥変形が大きいことから、変形防  

止のために高温条件での乾燥／プJ■法を薇材に適用すること  

で、乾燥歩留まりの凍上を巨かったい8  

Fig。3 のLびき製品  Figろ′4 さやびき製品  
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巨、主g。5 大分県産スギ中ロ丸太とヤプクダリ／えL太の  

動的ヤング係数の関係  

2。2 未利用議ギ部ヰ東を活用した製品ギヒ釣緩討   

ヤプクグリの根屈がりの部分ヤ間伐材等の未利用材で  

は、革射隼は強いが葉豆尺射である場合が多いことから、I  

m程度の短尺材での製㌶化が可能な一例として幼稚園や  

保育園の家具（幼具）としての適否のための調査を行／J  

た。   

ヤプタグリの根曲がり材は、木製履物の材料など実姉三  

相として利用されていたが、需要の減少に伴いト般市場  

価格のや分魔度におきえられお場平均価格低下の原因に  

なるため山林から音技法に出されることはまれであるu   

山林につし1ては中津江付、＝堰「首の王毛有林3カ 所を調  

査したが仁櫨林後にほとんど手入れさ れこいかノ＼山林や  

除伐材を放置している＝林があるん方、間伐等の手入れ  

がなされている山林もあり市場価格の低迷が山林環境に  

貴子響L／ていることがわかる¢   

スギの根曲が畑紆のなかでも豪貼や乱貼に相当する太  

地彿ま呈しまこミグ〕スギ［§責稽〝）Eぅ㌣乳少で、湾舘Lた材料を建 ▲∈・J   

築材以外のノ堅途豆Lて製誹一化できれば、他県にない県産  

スギ品柊狼喜二号の特徴を待った製品とLて実昔ノfヒが吋瀧と  

考えられる良   

しノかし掛場に出される里凝性の低い板曲がミ〕材は、湾  

曲部分のみ切り落とされるためアイテムの選定が必要と  

なる∴ この様通がり那分は′他のスギ部jっに比べでたわみ  

やすく、祈れにくい性質が推測できたため、～ 接触Lても  

3ヒ三一肌－   
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ドi針6 アンケート調査  

衝撃を吸収する力が高く人体への影響が少ないことが㌢  

測できるR   

ニれら材料の特性や、日出周辺地簸で家具産業が集積  

している地域特性かL∴弥酬卦や保育園の設備品の開発  

が有望であると判断し、調薬と試作開発を行ったじ   

2。3 幼稚常時保育園の設備品詞登   

調査では、ヨH市内の公立保育所である高瀬∵ぶげ車  

パ描い専ほ保育所と∴公設艮皆の＝隈保育所、充分欄  

†彗の大分大学教育福祉科学部付属幼稚凱別府市内のい  

つくしみの単位児童館、計7施設の家具を中心豆した設  

備ポーの開き書誌り調査およびアンケート調沓を祈った   

盲＝ヨ市内の公立保育所では、スチール製のいすと机が  

倍増されているが、すべて牒 
＝ソナイズが導入されている  

ため園児の棒凝にで‡＞つておらず、低年齢グ滴眈はいすに  

座っても昆が床に着いていなれ状態が多い÷ また、瑠照  

合廠の天板に本数ソニき脚を取り付けた特製グ）座卓が′徳男さ  

れでいる保育所があった。冬季には木枠に金網を張った  

組み立て式ストーブガ㌧′rドが設置きれているヴ   

教室ぎ彗でほ、遊敵絵ヤ工軋 食事や昼寝と多［∃的に  

便臥するかれ 机らいすの移動が多ぐ軽量化や収納の極  

言、jか必要となる   

アンケ・【一ト調愛では浅春使用しているテし一ブルやいす  

の木浦点やスギ材が幼具にふさわしいか等の設問へ回答  

を依頼L7∴（F、ig。6）   

不満ノ…烹としては、テー…∴ブルやいすが園児の体格に合っ  

Fig。8 つみかさねテーブル  

1ごig《さブ ベンチ   

J  ていな－   プルが重たいという意見が多数を占めた 

また約半数がスギ材ほ幼具にふさわしいとの匝答があり、  

／恒乃ぬくもぺが感了二られることを貸甘はする意見が多か  

っ7し▲∴ソ 、すぐテレープルに対しては程遠化を望む声がも／）  

とも多く、次いで持ち運びやすきや積み重ね、収納に対  

卜の  する要望が多数を占めた これらの詞杏ヤアンケ、＝  

結党から、積み重ね亡軽量化瞥やわらかさをキ血1トド  

3を；   



ニLて甘㍍拾をづかわ ＝封書雄肘ノけきかさた．）ブ  r  

耽シ臣L二年けさねい1」「5歳混り弓つ蓑ハ∵す」〔F蟻∵ノ つ  

みかさねテ山ブル」＝㍉か狛「ねまがりペンチj「かん  

ばつベンナJ肌g，9ノの6饉を言r廿￥Lた汐   

つみかさねテーmブルは、鞘郡を天板より外に張りr墨さ  

せる事で」二部への季夏み蛍ねができ、天板：ニはデスクマノ  

ト＼を繁J、てい′るゎ   

い乳児用肘刊一きかさねいす息卜座高高をほ揖としノ肘を  

付けフレー∵ムを補強しているふ  約1シi長くgと軽量で低年齢  

ヱ・Lでも持ち運びができるよう熟三鷹している 

H勘鋸計か㌢かけすは㌧りS S用㌫のユ号Ⅵ寸登遽華  

に合わせ憂面高野雨豆L7∴ 約j¢弛gで垂面に片手でも  

キ薫ら選べるよつ桑穴を開けていヱ、   

5歳児用つみいすは、阿部の面を大きく取り産廃＼背  

痛：ニは持ち運ぶための辰穴や切り込みを入れている¢ 2  

段を首を積む際には逆さまにし毎面合わせる．3段巨jほ2  

投冒の購部の巨に45度回転させて積み上げる方法である。   

ねまがりがりベンチは、座板と脚部をアリ桟で固定し、  

座板の収縮に対応している勺 天板ほスギの白熱な形態を  

活かすため績曲がり材の ん赦廠を使用Lているi   

かんばつベンチは、樫板に問ノ様相3枚の帽はぎ材を使  

用し、構造はねまがりベンチと同様としヒ  

かる¢ 幼児が積むにはむずかLいのではQ   

か掛腋樗つみかさねテ血ブルは、今使′堅Lているスチ  

）山ル製より軽くて長いと患うら 傷や汚れを防ぐデスク   

マットはよいが、ずれ止始穴∵：ゴミが入りそうなので   

人 夫が必薯では。  

5かんばつベンチは、軽く座卓や遊具など多目的に使え   

るところがよいか 奥行き方同に並べてノ危ミい座車、良さ   

方向や、ロの字に並べたりと園児がき∃由に風習できる。   

ねまがりベンチは、木の自然な形態が想像できるる 焦   

さ方向に並べて1本の、、：′二木の状態がわかるとよ座し ろ  

い 絵本の部屋やホ一山ルに置き行事で使用Lたい争  

3 結果   

3。て 大分大学教雷福祉科学部附嵐幼稚衝での評価   

付嵐紗敢園の沿革や施設、設備品の種類や僅差j状況に  

ついて情報を提供していただき、保育土へのアンケーー肌卜  

により現在使踊Lているいす やテーブルの／盲′く満点、スキ  

財の劫具としての適否、要望等を梧乾した（日計旺   

また、∴文部科学省が幼稚園用家具の整條に関する手引  

き書作j長のための調査研究とLて幼稚園ノ軒家具導入状況  

調査のなかでは、幼児の体格や便′掛時の安全性∴ ヰ凋漕  

な活動の環境づくりに配慮した家具など、、特色C7つかる家  

具が対象となっていることがわかった 

附属幼稚帯では、シオジ無垢財の教材タンスや移動式  

ロッカ恒など木のぬくもりを漬せした家具が導入されて  

り→る7ニめ、修鞋をしノながら條iミ続けることで、ものの大  

境さを実闇宮中で敢えている。   

試作され土凝具について㌔ 保育⊥に．よる夏用掛は守記の  

ご∴おりであるb   

ヱ歳児婿肘付きかさねいすほ、肘と極枠の間に了▲供の   

通が入りそ一うなので幼稚瀾塵には紆なしが適している 

5巌児憎かさブコいすほ、片手俣霹躇に塵面の長穴が虜   

るが、いすは両手で保持するよう指導している甘 2枚   

の座板グ湖瀾に指やゴミが太りそうなので検討がメ威、繋〃   

ごう歳児ノ戸召つみいすはぃ座面のねじ穴やすきまか壕ぷ虜  

」享 、三∴1∴   

未利用スギ部材であるヤプタグリ根曲がり材は、県内  

産のスギの、をえ均よりヤング係数が低く、捕れにくいこと  

が推測されるため、幼児のいすや机、遊具などに用いる  

には安全頑などから有利であると考えられる。また、根  

菌がり材は短村長での製材歩留まりが高いため短材での  

使用が可能なこと、ぎのLびき」、きやびき」の瀧が  

り材特有のバくログ）美しさを生かした製品への描用が必要  

であることなどが検討できた。   

本訴餐研究の対象である束利用スギ部材については、  

祈れにくさ、短材、曲がり財の特徴を活かLた製品化が  

と、「能なことから幼稚園や保育捧三周の家具等の試作を行い  

適畜を確認した∴   

附属幼杵剋に言る欄′官許では、スご材はやわらかきや木  

グ〕ぬくも…づが園児j‡ぅの家具とし′て適しているが／スノ7・  

ナ∴㌃∴惹合性へけ検討が必要とされ美   

今後は、ヤプタグリ間伐材の折れにくい性質をノ柳召し  

た製品や、取払がり村を生身した製品について凝皇亮づ  

イテムを挨討するとと窒）に、改良試作した製品の、Jほ  

に各づく安定性ウ強度試儲∴ 養灘耐久性試験せ宿十項措  

化に向けての取卜組みか漁法となる  

まノ 太うナ県林業試験壕、、平成‖年度第人！巨1j林産研修費刹   
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